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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　公衆回線に接続可能な無線基地局を移動通信網に編入するための網編入システムであっ
て、
　前記無線基地局において、自局の網編入要求を、特定の移動通信端末を指定して前記公
衆回線へ送信する手段と、
　前記公衆回線を経由した前記網編入要求を受信して、前記移動通信端末に対して下り回
線状況報告を指示すると共に、前記移動通信端末からの下り回線状況報告を受けてこの報
告内容に基いて前記無線基地局の網編入のための局データを作成して前記無線基地局へ設
定する基地局管理装置と、
を含むことを特徴とする網編入システム。
【請求項２】
　前記移動通信端末は、前記下り回線状況報告の指示に応答して、自端末が使用可能な全
てのチャンネルの使用状況を検出して前記基地局管理装置へ報告する使用状況検出手段を
有することを特徴とする請求項１記載の網編入システム。
【請求項３】
　前記移動通信網はＣＤＭＡ通信方式であり、前記使用状況検出手段は、前記全てのチャ
ンネルのノイズ状態と拡散符号の使用状態とを調査して報告するよう構成されていること
を特徴とする請求項２記載の網編入システム。
【請求項４】
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　前記基地局管理装置は、前記チャンネルのノイズ状態と拡散符号の使用状態とに基いて
、未使用チャンネルと未使用拡散符号とを検出して前記局データを作成することを特徴と
する請求項３記載の網編入システム。
【請求項５】
　前記基地局管理装置は、前記下り回線状況報告の指示に対する応答がない場合に、予め
定められたチャンネルと拡散符号とを前記局データとして作成することを特徴とする請求
項１記載の網編入システム。
【請求項６】
　公衆回線に接続可能な無線基地局を移動通信網に編入するための網編入方法であって、
　前記無線基地局において、自局の網編入要求を、特定の移動通信端末を指定して前記公
衆回線へ送信するステップと、
　基地局管理装置において、前記公衆回線を経由した前記網編入要求を受信して、前記移
動通信端末に対して下り回線状況報告を指示するステップと、
　前記移動通信端末において、前記下り回線状況報告の指示に応答して、前記下り回線状
況を検出するステップと、
　前記基地局管理装置において、前記移動通信端末からの下り回線状況報告を受けてこの
報告内容に基いて前記無線基地局の網編入のための局データを作成して前記無線基地局へ
設定するステップと、
を含むことを特徴とする網編入方法。
【請求項７】
　前記移動通信端末において、前記下り回線状況報告の指示に応答して、自端末が使用可
能な全てのチャンネルの使用状況を検出して前記基地局管理装置へ報告するようにしたこ
とを特徴とする請求項６記載の網編入方法。
【請求項８】
　前記移動通信網はＣＤＭＡ通信方式であり、前記移動通信端末において、前記全てのチ
ャンネルのノイズ状態と拡散符号の使用状態とを調査して報告するようにしたことを特徴
とする請求項７記載の網編入方法。
【請求項９】
　前記基地局管理装置において、前記チャンネルのノイズ状態と拡散符号の使用状態とに
基いて、未使用チャンネルと未使用拡散符号とを検出して前記局データを作成することを
特徴とする請求項８記載の網編入方法。
【請求項１０】
　前記基地局管理装置において、前記下り回線状況報告の指示に対する応答がない場合に
、予め定められたチャンネルと拡散符号とを前記局データとして作成するステップを含む
ことを特徴とする請求項６記載の網編入方法。
【請求項１１】
　公衆回線に接続可能な無線基地局を移動通信網に編入するための網編入システムにおけ
る基地局管理装置であって、
　前記無線基地局から特定の移動通信端末を指定して前記公衆回線を介して送信された網
編入要求を受信して、前記移動通信端末に対して下り回線状況報告を指示する手段と、
　前記移動通信端末からの下り回線状況報告を受けてこの報告内容に基いて前記無線基地
局の網編入のための局データを作成して前記無線基地局へ設定する手段とを含むことを特
徴とする基地局管理装置。
【請求項１２】
　前記移動通信網はＣＤＭＡ通信方式であり、前記移動通信端末での使用可能な全てのチ
ャンネルのノイズ状態と拡散符号の使用状態との調査報告に基いて、未使用チャンネルと
未使用拡散符号とを検出して前記局データを作成することを特徴とする請求項１１記載の
基地局管理装置。
【請求項１３】
　前記下り回線状況報告の指示に対する応答がない場合に、予め定められたチャンネルと



(3) JP 4548213 B2 2010.9.22

10

20

30

40

50

拡散符号とを前記局データとして作成する手段を、更に含むことを特徴とする請求項１１
記載の基地局管理装置。
【請求項１４】
　公衆回線に接続可能な無線基地局をＣＤＭＡ移動通信網に編入するための網編入システ
ムに用いる移動通信端末であって、
　前記移動通信網側から送信されてきた下り回線状況報告指示を受信して、自端末が使用
可能な全てのチャンネルのノイズ状態と拡散符号の使用状態とを検出する手段と、
　この検出結果を前記移動通信網側へ送信する手段とを含むことを特徴とする移動通信端
末。
【請求項１５】
　公衆回線に接続可能な無線基地局を移動通信網に編入するための網編入システムにおけ
る基地局管理装置の動作をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、
　前記無線基地局から特定の移動通信端末を指定して前記公衆回線を介して送信された網
編入要求を受信して、前記移動通信端末に対して下り回線状況報告を指示する処理と、
　前記移動通信端末からの下り回線状況報告を受けてこの報告内容に基いて前記無線基地
局の網編入のための局データを作成して前記無線基地局へ設定する処理とを含むことを特
徴とするプログラム。
【請求項１６】
　公衆回線に接続可能な無線基地局をＣＤＭＡ移動通信網に編入するための網編入システ
ムに用いる移動通信端末の動作をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、
　前記移動通信網側から送信されてきた下り回線状況報告指示を受信して、自端末が使用
可能な全てのチャンネルのノイズ状態と拡散符号の使用状態とを検出する処理と、
　この検出結果を前記移動通信網側へ送信する処理とを含むことを特徴とするプログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線基地局の網編入システム及びその方法、それに用いる基地局管理装置及び
移動通信端末に関し、特に公衆回線に接続可能な家庭用無線基地局を移動通信網に編入す
るための網編入方式に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　Ｗ－ＣＤＭＡなどの移動通信システムにおいて、新たな無線基地局を網編入させる場合
には、予め使用する周波数や拡散符号を決定して局データを作成することが必要になる。
図６は無線基地局の網編入を行う場合の一般的な手順を説明するための図である。図６を
参照すると、予め調査して机上にて検討して定められた周波数と拡散符号の情報５０１と
を、局データ作成ツール５０２に入力して局データを作成し、この局データを特別な通信
路や記録媒体を用いて基地局管理装置１０２及び無線基地局１０３に設定する必要がある
。以上の手順は全て人間の手動により行われる。
【０００３】
　このような局データを作成するには、専門的な知識が必要であり、また専用の測定器な
どを用意する必要もある。また、現在一般加入者回線に収容されている小規模無線基地局
装置である家庭用の無線基地局（家庭用基地局と称す）のコードレス子機として携帯端末
を使用できるようにする要望も高まってきており（特許文献１参照）、よってこの家庭用
基地局を網編入することが必要になるが、この場合にも、図６に示したような手動設定に
よる作業が要求される。
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１９７５５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　上述した従来技術においては、局データを作成するためには、回線調査や机上検討など
専門的な作業が必要であるために、家庭用基地局を網編入する場合には、一般のユーザが
自ら図６に示した手順を行うことが困難であるという問題がある。すなわち、適切な使用
周波数や使用拡散符号を選択して編入すべき家庭用基地局に対して割り振らなければ、回
線容量の低下や隣接局への混信、妨害が発生する危険性があるからである。たとえ、それ
ができたとしても、家庭用基地局において、下り回線の調査を行うために、下り回線調査
機能を搭載することが必要となり、従って、家庭用基地局に下り周波数を受信できる受信
部が専用的に必要となるという問題もある。
【０００６】
　今後普及が予想されている家庭用基地局では、上述した如く、ユーザが局データを作成
することが困難であることから、自動的に局データを作成して、家庭用基地局の網編入を
自動化できるようにした技術が要求されることになる。
【０００７】
　そこで、本発明はこの様な要求に鑑みてなされたものであって、その目的とするところ
は、家庭用基地局に特別な機能を付加することなく網編入を自動的に行うことができるよ
うにした無線基地局の網編入システム及びその方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による網編入システムは、公衆回線に接続可能な無線基地局を移動通信網に編入
するための網編入システムであって、前記無線基地局において、自局の網編入要求を、特
定の移動通信端末を指定して前記公衆回線へ送信する手段と、前記公衆回線を経由した前
記網編入要求を受信して、前記移動通信端末に対して下り回線状況報告を指示すると共に
、前記移動通信端末からの下り回線状況報告を受けてこの報告内容に基いて前記無線基地
局の網編入のための局データを作成して前記無線基地局へ設定する基地局管理装置とを含
むことを特徴とする。
【０００９】
　本発明による網編入方法は、公衆回線に接続可能な無線基地局を移動通信網に編入する
ための網編入方法であって、前記無線基地局において、自局の網編入要求を、特定の移動
通信端末を指定して前記公衆回線へ送信するステップと、基地局管理装置において、前記
公衆回線を経由した前記網編入要求を受信して、前記移動通信端末に対して下り回線状況
報告を指示するステップと、前記移動通信端末において、前記下り回線状況報告の指示に
応答して、前記下り回線状況を検出するステップと、前記基地局管理装置において、前記
移動通信端末からの下り回線状況報告を受けてこの報告内容に基いて前記無線基地局の網
編入のための局データを作成して前記無線基地局へ設定するステップとを含むことを特徴
とする。
【００１０】
　本発明による基地局管理装置は、公衆回線に接続可能な無線基地局を移動通信網に編入
するための網編入システムにおける基地局管理装置であって、前記無線基地局から特定の
移動通信端末を指定して前記公衆回線を介して送信された網編入要求を受信して、前記移
動通信端末に対して下り回線状況報告を指示する手段と、前記移動通信端末からの下り回
線状況報告を受けてこの報告内容に基いて前記無線基地局の網編入のための局データを作
成して前記無線基地局へ設定する手段とを含むことを特徴とする。
【００１１】
　本発明による移動通信端末は、公衆回線に接続可能な無線基地局をＣＤＭＡ移動通信網
に編入するための網編入システムに用いる移動通信端末であって、前記移動通信網側から
送信されてきた下り回線状況報告指示を受信して、自端末が使用可能な全てのチャンネル
のノイズ状態と拡散符号の使用状態とを検出する手段と、この検出結果を前記移動通信網
側へ送信する手段とを含むことを特徴とする。
【００１２】
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　本発明によるプログラムは、公衆回線に接続可能な無線基地局を移動通信網に編入する
ための網編入システムにおける基地局管理装置の動作をコンピュータに実行させるための
プログラムであって、前記無線基地局から特定の移動通信端末を指定して前記公衆回線を
介して送信された網編入要求を受信して、前記移動通信端末に対して下り回線状況報告を
指示する処理と、前記移動通信端末からの下り回線状況報告を受けてこの報告内容に基い
て前記無線基地局の網編入のための局データを作成して前記無線基地局へ設定する処理と
を含むことを特徴とする。
【００１３】
　本発明による他のプログラムは、公衆回線に接続可能な無線基地局をＣＤＭＡ移動通信
網に編入するための網編入システムに用いる移動通信端末の動作をコンピュータに実行さ
せるためのプログラムであって、前記移動通信網側から送信されてきた下り回線状況報告
指示を受信して、自端末が使用可能な全てのチャンネルのノイズ状態と拡散符号の使用状
態とを検出する処理と、この検出結果を前記移動通信網側へ送信する処理とを含むことを
特徴とする。
【００１４】
　本発明の作用を述べる。小規模無線基地局である家庭用基地局に接続される移動通信端
末の電話番号などの識別情報を入力して網編入要求を公衆網を介して基地局管理装置へ送
出する。基地局管理装置はこの網編入要求を受信すると、無線基地局を介して移動通信端
末に対して下り回線の使用状況報告を指示する。この指示を受けた移動通信端末は、下り
回線の使用状況を調査して無線基地局を介して基地局管理装置２へ報告する。基地局管理
装置はこの報告内容に基いて家庭用基地局の局データである使用チャンネル及び使用拡散
符号の情報を決定し、家庭用基地局へこの局データを設定して、網編入が完了する。これ
により、自動的に局データが得られて網編入の自動化が達成されることになる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、下り回線状況を自動的に取得することにより、無線基地局の網編入の
自動化が可能になると共に、移動通信端末に搭載されている受信部を用いることにより、
無線基地局に下り回線監視の受信部を特別に搭載する必要がないという効果がある。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。図１は本発明の実施の
形態のシステム構成図である。図１において、移動通信端末（ＵＥ）１０４は、移動通信
システムの無線基地局１０３のサービスエリア（図示せず）内に存在すると共に、網編入
すべき家庭用基地局１０１のサービスエリア（図示せず）内にも存在しているものとする
。
【００１７】
　無線基地局１０３はＡＴＭ網などの移動通信網１２０を介して基地局管理装置１０２と
接続されており、また家庭用基地局１０１はインターネットなどの公衆網１２１を介して
基地局管理装置１０２に接続されている。家庭用基地局１０１は移動通信端末１０４と通
信するための送受信部を有すると共に、インターネットなどの公衆網１２１に接続する機
能を有する。
【００１８】
　基地局管理装置１０２は、家庭用基地局１０１の管理及び制御、無線基地局１０３の管
理及び制御を行うと共に、下り回線状況情報を元に、家庭用基地局１０１で使用される周
波数や拡散符号などの局データを自動的に生成する機能を有している。移動通信端末１０
４は携帯電話機としての機能と、電界強度や使用している拡散符号などの下り回線状況を
検出する機能を有しており、図３にその概略機能ブロックが示されている。その説明は後
述する。
【００１９】
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　次に、本発明の実施の形態の動作について、図２のシーケンス図を用いて説明する。先
ず、ユーザが家庭用基地局１０１に備え付けられている操作部などを用いて、接続したい
移動通信端末１０４の電話番号などの識別符号情報を入力して（ステップ１０５）、当該
情報を含む網編入要求を家庭用基地局１０１から基地局管理装置１０２へ送信する（ステ
ップ１０６）。この網編入要求を受けた基地局管理装置１０２は、下り回線状況報告要求
を、無線基地局１０３を経由して、移動通信端末１０４へ送出する（ステップ１０７）。
この要求を受けた移動通信端末１０４は下り回線の状況を調査することになる（ステップ
１０８）。
【００２０】
　ここで、移動通信端末１０４が下り回線の状況を調査する方法をより詳細に説明するた
めに、図３を参照する。移動通信端末１０４は、図３に示す如く、送受信部２０１と、ノ
イズレベル測定部２０２と、使用拡散コード検出部２０３とを有している。この図３に示
した各部２０１～２０３は、いずれも本発明の実現のために特別に設けられたものではな
く、移動通信端末が一般的な機能として搭載しているものである。移動通信端末１０４は
送受信部２０１によって自身が使用できる全ての周波数（チャンネル）を受信することが
できるので、この機能を用いて、全チャンネルをサーチして受信したノイズレベルを、ノ
イズレベル測定部２０２において測定し、また、既に使用されている拡散符号を使用拡散
コード検出部２０３において検出することができる。
【００２１】
　再び、図２を参照すると、移動通信端末１０４により測定された下り回線状況の調査情
報は、無線基地局１０３を経由して基地局管理装置１０２に対して、下り回線状況報告と
して送信される（ステップ１０９）。基地局管理装置１０２においては、局データ生成部
（特に図示せず）により家庭用基地局１０１で用いられる最適な周波数と拡散符号とが決
定されて、局データとして作成されることになる（ステップ１１０）。
【００２２】
　ここで、基地局管理装置１０２が家庭用基地局１０１向けに最適な周波数と拡散符号と
を決定して、自動的に局データを作成する方法について、図４を用いて説明する。一般的
に、Ｗ－ＣＤＭＡ方式の携帯電話機においては、拡散コードを知り得ない第三者の通信信
号はノイズ（干渉）として検出されることが知られている。そこで、ノイズレベルを測定
することにより、回線の使用状況を把握することができ、一番使用状況が低い周波数を選
択することにより、この選択された周波数を、一番使用状況が低い周波数とみなすことが
可能である。一方、同じ周波数内で既存の通信と同一の拡散符号を使用すると、お互いに
干渉し合って通信に支障をきたすために、未使用の拡散符号を使用する必要がある。
【００２３】
　図２において、基地局管理装置１０２の局データ生成部に、移動通信端末１０４からの
下り回線状況報告が入力されると（ステップ１０９）、先ず最初に、図４に示される使用
チャンネル選定（ステップ３０１）が行われ、ノイズレベルが一番低いチャンネル（周波
数）が選出される。ここでは、一例として、１ＣＨが、一番ノイズレベルが低いチャンネ
ルであるものとする。
【００２４】
　次に、使用拡散符号選定が行われる（ステップ３０２）。使用されていない拡散符号の
なかから任意の一つが選択されるが、ここでは、拡散符号Ｂが選択されているものとして
いる。以上の結果から、使用チャンネルは１ＣＨ、拡散符号はＢとした局データが決定さ
れ、家庭用基地局１０１へ送信されるのである（ステップ３０３）。
【００２５】
　図１に再び戻ると、基地局管理装置１０２は上述のようにして決定した局データを、家
庭用基地局１０１へ送信し（ステップ１１１）、家庭用基地局１０１は基地局管理装置１
０２から送信されてきた局データに基づいて、周波数と拡散符号とを設定し、パイロット
信号の送信を開始する（ステップ１１２）。そして、家庭用基地局１０１から網編入完了
通知を、基地局管理装置１０２及び無線基地局１０３を経由して、移動通信端末１０４へ
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送信して設定完了となる（ステップ１１３）。
【００２６】
　以上の実施の形態においては、移動通信端末１０４が無線基地局１０３のサービスエリ
ア内にいることを前提としているが、実際には、設定のために必要な移動通信端末１０４
がいずれの無線基地局のサービスエリア内にいない（圏外の）場合も考えられる。このよ
うな場合の本発明の他の実施の形態について、図５のフローチャートを用いて説明する。
【００２７】
　図５を参照すると、先の実施の形態と同様に、家庭用基地局１０１から網編入要求を基
地局管理装置１０２へ送信し（ステップ４０１）、Ｗ－ＣＤＭＡ網を用いて移動通信端末
（図５のフローチャートでは、携帯端末としている）１０４へ下り回線状況調査要求を送
信する（ステップ４０２）。この下り回線状況調査要求は図２のステップ１０７と同じも
のである。移動通信端末１０４が、いずれの無線基地局のサービスエリア内に存在してい
ない場合には、ステップ４０３において、応答なしとなるために、「無し」の分岐へ進む
。
【００２８】
　このとき、移動通信端末１０４が圏外であるから、全ての周波数の回線が空いているこ
とになり、使用されている拡散符号もないとみなすことができる。よって、基地局管理装
置１０２は、予め定められている局データを家庭用基地局１０１へ送り、網編入完了通知
（図１のステップ１１３）を家庭用基地局１０１から無線区間を用いて移動通信端末１０
４に直接送信して、設定完了となる（ステップ４０７，４０８）。
【００２９】
　なお、図５のステップ４０３において、応答ありの場合には、ステップ４０４～４０８
の処理へ進むことになるが、これらの処理は図２のステップ１０９～１１３の処理と同一
であることは明らかである。
【００３０】
　なお、上述した各実施の形態の動作は、予めプログラムとしてその動作手順をＲＯＭな
どの記録媒体に記録しておき、これをコンピュータにより読み取らせて実行させるよう構
成できることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施の形態のシステムブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態の動作を示すシーケンス図である。
【図３】本発明の実施の形態における移動通信端末の機能図である。
【図４】本発明の実施の形態における基地局管理装置の局データ生成例を説明するための
図である。
【図５】本発明の実施の形態の動作を示すフローチャートである。
【図６】従来技術を説明するための図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１０１　家庭用基地局
　１０２　基地局管理装置
　１０３　無線基地局
　１０４　移動通信端末
　１２０　ＡＴＭ網
　１２１　インターネット
　２０１　送受信部
　２０２　ノイズレベル測定部
　２０３　使用拡散コード検出部
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